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CUCエネルギー株式会社はどう動いたか
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このような取組を始め、維持・展開していくには、3つの要因が利いている。

2
活動の始まりと維持発展

動かす元の人 組織・体制作りと実働化 プラス効果

国予算での調査計画 2015.6〜

↓
CUCエネルギー社 本格2017.9〜

 地域金融機関の出資・協同参加

 大学職員の役員兼務

↓
学長プロジェクト4  2017.4〜

 多くの教員正式メンバー化、職員
の正式任務

 教員の独自発意による取組

↓
Student Organization for Natural Energy 

(SONE) 2018.3〜

 学生の自主的組織での取組

国府台コンソーシアム 2017.12〜

 11の地区の学校と病院、市

 レジリエンス→非常時自主電源

CUC教授、
元国際環境団体幹部 2013.12

学部長のサポート 2015年度

→後に学長リーダー全開

地域ESCo開発者、
CUCエネルギー準備設立 2016.6

+
講師の参加・追加、
環境・エネ分野での
国レベル専門家

 RE100取組の報道発表、戦略広報

 多くの記事、メディア登場
↓

 入試・志願者の増加

 学園収支へのプラス

 学生の質の向上、教員に明らか

↓
 省エネ・自然エネの取組拡大

 他大学と連携、学会発表

 国府台コンソーシアム
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2004年より、省エネ・再生エネを導入実現する事業を、地域の共同会社にて行なってきた。
地域の様々な人と協働の仕組みを作る、バイオマスや総合的な省エネに注力。

3
地域エネルギー事業の経緯
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おひさまエネルギーファンド
(長野・飯田市/下伊那郡)

自然エネルギー．コム
(東京・中野)

サステナジー
(東京・高輪) エネ技地ンター

(東京・高輪)

(東京・恵比寿)

・木質バイオマス
・バイオガス
・海外連携
・開発要素含む事業

環境エネルギー普及
(岩手) 紫波グリーンエネルギー

(岩手・紫波町)

おひさまコーポレーション (宮城・石巻/東部)

気仙沼地域エネルギー開発
(宮城・気仙沼市)

大崎みらいエネルギー (宮城・大崎市)
加美グリーンエネルギー (宮城・加美町)

里山エナジー
(熊本・阿蘇郡)

長島大陸エネルギー
(鹿児島・長島町)

CUCエネルギー
(千葉・市川市)
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経営コンサル
(IT→技術、環境)

地域エネ事業
(開発期、市民出資)

地域エネ事業
(開発・展開期、地域金融)

・先行事業作り投資
・人材
・Pj確定してから業務受託
→地域エネ社のハードル下げ

2004〜 2010〜

・木質バイオマス

・木質バイオマス

・バイオガス

推進母体は、地域エネ社の事業作り上のハードルを下げる役割。
結果として事業が前に進んでいる。

・省エネ
・RE100

・バイオガス

・木質バイオマス
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省エネ・再エネを推進する事業者として、資金準備、技術リスク、実務負担などを肩代わり、
ユーザーにとって導入をし易くする。

4
普及促進の仕組み 省エネ・再生エネESCo(エネルギーサービス)
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ユーザー視点での

最適な技術・解の組み方



©CUCエネルギー

市川を本拠とし、東葛地域を主な営業地域と目する。
都市近郊で建物密集するエネルギー多消費地→「山ほど省エネ」する必要。

5
エネルギー視点の地域特性 東葛地域

千葉県北西部 航空写真

地図: Google Map

東京ベイ信金支店網

市川市
農地 9%
林野 2%

印西市
農地 34%
林野 15%

香取市
農地 43%
林野 20%

23区
農地 1%
林野 0%

多消費
→省エネ余地大

自然エネ資源
まだまだ未利用

鎌ヶ谷市
農地 21%
林野 5%

「持続可能性」のためには、東総地域と、自然エネ・食料のつながりを太くすべき。
生産ピーク後の石油価格上昇により、食糧生産・流通コストが上がる恐れ。

バイオマス
洋上風力
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本学のRE100の次には、本学コミュニティの力を活かした、真の分散型エネルギー社会に向
けた展開が有力で有意義。

6
分散型(コミュニティ主導)のエネ事業展開 今後の方向性案

正味自然エネ100%大学 国府台コンソーシアム

コミュニティ集約の力
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(図書館主)

空調EMS
制御

太陽熱
冷暖房
(実証から)

ソフト(App開発も)
→ハートウェア

(プロジェクト諸々)

遮光

気密

付属高校
新築

他大学、
学校

病院・
福祉施設 公共施設

それぞれのRE100実現

市民/コミ
ュニティ
相互出資

ハード→
ソフト、ハ
ートウェア

家族/卒業生宅
省エネ/屋根上

/蓄電 ゼミ、学長
ゼミ活動

学内インタ
ーンシップ

学生・卒業生
市民出資

戦略広報・発
信

卒業生事業所
省エネ/屋根上

/蓄電

コミュニティ集
約と意志

–電力小売、
VPP(系統調

整力)

オンサイト
省エネ・屋
根上・蓄電

共同オフサイト
東総・房総

(バイオマス、風力等)

それぞれ/地区レジリエンス
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従来の商業的な省エネは、機器・設備が主。実は人の意識と使い方は大きなインパクト。

7
省エネの総合的取組 これからの省エネ

意識

知識

建築

設備 使い方
=負荷のかけ方

「省負荷」

「ナッジ」行動きっかけ

「効用増」(対エネ消費)

省エネ機器更新

再エネ設備追加

「負荷適正化」改修

・外側日射遮蔽
・扉修繕による気密
・入口コンクリートたたきの日陰化
等々

計装

ハード
ウェア

ソフトウェア ハート (心・人)
ウェアエネ管理

システム
(EMS)

スマホ
アプリ等

IoTとして
急速発展期待

・多点計測
・自己給電センサー等

・屋上防水+断熱+太陽光発電
・太陽熱冷暖房(実証)
等

「学」の強みで、今後発展する取組分野を先導的に実践していく→良いモデルを地域に展開

・冷暖房時の窓閉め
・昼食解放教室の限定
等々

・図書館・カフェの融合
・HUBの起業・イノベー
ション・コラポ空間化
等々

「無駄調査と学び」
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学生にとって、エネルギーを「見る」体験は新鮮。商大生としては、財務計画作り、経理・会計
の実践、資金調達の実務など、貴重な実体験ができ、起業のイメージもできる。

8
アクティブラーニング機会

エネルギーを見る

地域金融機関と協議

事業収支・財務計画

経理・会計の実践
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